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令和６年度土地家屋調査士試験筆記試験の合格点等について 

 

 

 １ 筆記試験合格点 

(1) 午前の部の試験を受験した者 

午前の部の試験 満点１００点中７０．０点以上 かつ 

午後の部の試験 満点１００点中７８．０点以上 

(2) 午前の部の試験を免除された者 

午後の部の試験 満点１００点中７８．０点以上 

（午前の部の試験の多肢択一式問題、午前の部の試験の記述式問題、午後の部

の試験の多肢択一式問題又は午後の部の試験の記述式問題の各成績のいずれか

がそれぞれの基準点に達しない場合には、それだけで不合格となります。）。 

 

 ２ 多肢択一式問題及び記述式問題の基準点 

 午前の部（多肢択一式問題）の基準点  満点６０点中３０．０点 

 午前の部（記述式問題）の基準点  満点４０点中２８．０点 

 午後の部（多肢択一式問題）の基準点  満点５０点中３７．５点 

 午後の部（記述式問題）の基準点  満点５０点中３１．５点 

 

 ３ 筆記試験の成績通知について 

 既に受験案内書及び土地家屋調査士試験会場において御案内のとおり、希望者に

対して成績を通知することとしております。 

 成績通知は、筆記試験合格発表日（令和７年１月８日（水））以降、随時、筆記

試験の際に住所、氏名を御記入いただいた封筒に成績通知を封入し、郵送にて発送

いたします。 

 

 ４ 午前の部の試験について筆記試験に合格した者と同等以上の知識及び技能を有す

るものとして法務大臣が認定する認定基準点 

午前の部の試験 満点１００点中７０．０点以上 

（午前の部の試験の多肢択一式問題又は記述式問題の各成績のいずれかがそれぞ

れの基準点に達しない場合には、それだけで不認定となります。） 

 

 ５ 午前の部の試験について筆記試験に合格した者と同等以上の知識及び技能を有す

るものとして法務大臣が認定した者に対する通知について 
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   午前の部の試験について筆記試験に合格した者と同等以上の知識及び技能を有す

るものとして法務大臣が認定した者（以下「認定者」といいます。）については、

次年度以降の午前の部の筆記試験が免除されます。 

 認定者に対しては、筆記試験合格発表（令和７年１月８日（水））後に認定通知

書を発送いたします。 

 

 

 


